
 １年生を対象に子どもの性被害防止教育講演会を実施しました。県警

スクールサポーターの川上由美子さんを講師としてお招きし、身近に潜

む性被害とそのような被害に遭わないための方法についてお話を聞き

ました。 

 講演の内容はデートDVやグルーミング、リベンジポルノなどのSNS

トラブルが中心で、実例を交えたお話に生徒は真剣な面持ちで耳を傾け

ていました。 

 今回の講演会を通して、自分たちが簡単に性被害の加害者・被害者に

なりうることが十分伝わったと思います。これをきっかけとして、生徒

がより性被害に対する当事者意識を高められるよう、日々の教育活動に

おいても SNSの利用について注意喚起をしていきます。 

 コロナウイルス感染拡大防止の観点から、Google Meetで各教室をつな

いで、リモート形式で全校応援練習を行いました。内容は校歌の練習で、応

援委員長の「校歌とはいわば学校のテーマソングです。私たち白馬高生にと

って特別なものなので、大切に歌ってください」というあいさつで練習が始

まりました。 

 ◇ ◇ ◇ 

校歌を聴くのは入学式以来２度目の１年生は各々、生徒手帳や Meet

の共有画面で歌詞を確認しながら、流れる校歌に耳を澄ませていまし

た。残念ながら、今回は全校で集まって声に出して歌うことはできませ

んでしたが、それぞれが白馬高の校歌に向き合うことができました。 
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４月 13日 性被害防止教育 

４月 22日 応援練習 



１年生対象の学校設定科目である「北アルプス学」では、北アル

プス地域の魅力を発見し、主体的に探究しようとする態度を育成す

ることを目指して様々な学習やフィールドワークを行います。今回

は「大豆プロジェクト」の一環として、種まき実習を実施しました。 

当日は、地元農家の方にご協力いただき、学校から徒歩２分の畑

で１年生全員が黒豆の種まきを体験しました。事前に農家の方から

「種まきで一番大切なのは気持ちを込めることだ」というお話があ

ったとおり、実際に種まきをした生徒の様子は楽しみながらも丁寧

でした。 

農家の方のお話によると、２粒の種から約 100 粒の黒豆がとれ

るそうで、生徒たちは驚いた表情を見せていました。「農業は大変

だが、実際に“おいしい”という声を聞くとそれが原動力になる」

というお話にも頷きながら聞いている生徒が多くいました。参加し

た生徒の一人は「簡単な作業だと思っていたが、実際にやってみる

と腰が痛くなり重労働だとわかった」と感想を語り、農業の大変さ

を身をもって知ったようでした。 

 今回始動した「大豆プロジェクト」。今後は収穫や黒豆を使っ

た白馬村の特産物を生徒が考案するなどの企画が構想されている

ようです。生徒からどんなアイデアが出るのか今から楽しみです。 

 

 生徒総会と壮行会を Zoom を用いて実施しました。生徒会長のあいさ

つの後、令和４年度生徒会スローガン（「挑」）および基本方針と委員会・

クラブ活動内容の発表が行われました。続く令和３年度一般会計決算報告

および令和４年度一般会計予算案は、各教室での挙手により承認されまし

た。 

総会の最後には、７月に開催予定の第 71 回しろうま祭のテーマ（「輝 

～耀煌めけ！～ 」）がしろうま祭実行委員長から発表されました。 

生徒総会に続いて行われた壮行会では、中信総体に出場するクラブの動

画が流れ、クラブ代表が大会に向けた決意を語りました。それぞれが持て

る力を発揮し、よい結果に結びつくことを期待しています。 

 

 

 

  

 ４月 27日 生徒総会＆壮行会 

 ５月 11日 北アルプス学 種まき実習 


